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ナトリウム冷却高速炉の炉心損傷事故（CDA）の起因過程を評価する安全解析コード SAS4A に対して PIRT

（Phenomena Identification and Ranking Table）手法を適用し、現象の階層分解や事象進展フロー図を用いて

CDA に係る物理現象を詳細に検討した。さらに、各物理現象と SAS4A コードとの対比や試験解析を行う

等、本研究によって、当該コードの信頼性を大きく向上させることが出来た。 
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1. 緒言 

ナトリウム冷却高速炉（SFR）は炉心が最大反応度体系で無いことから、SFR の安全研究の分野では炉

心損傷事故（CDA）が評価上重要な課題として、その評価手法の研究開発が進められて来た。SAS4A コー

ドは CDA の初期段階である起因過程を評価するための安全解析コードであるが、SFR の安全評価の信頼性

を確保するためには、過渡時の事象評価に関する SAS4A コードの客観的な妥当性確認の十分性を示すこと

が必要である。 

2. 妥当性確認 

本研究では、PIRT 手法を用いた SAS4A コードの妥当

性確認として、まず代表事象の選定と評価指標（FOM）

の選定を行った。代表事象としては SFR の特徴や各事象

の特徴を鑑み、炉心損傷頻度と炉容器バウンダリへの影

響の観点から一次冷却材流量減少時反応度抑制機能喪失

事象を代表事象とした。FOM には炉心のエネルギー状態

を表すことのできる燃料平均温度を用いることとした。

妥当性確認の十分性を示すためには、妥当性確認の対象

となる物理現象を検討する段階で不足なく物理現象を抽

出しておく必要がある。そのため、現象の階層分解（図

1）を行うとともに、時系列的に整理したフロー図や事象

進展の検討を行うことで、物理現象を網羅的に抽出した。

抽出した物理現象に対して FOM に対する重要度に応じ

たランク付けを行うとともに、各物理現象と SAS4A コードのモデルとの対応を確認し、検証マトリクスを

作成した。最後に検証マトリクスに応じた試験解析を実施し、SAS4A コードの妥当性を確認した。 

3. 結論 

SAS4A コードの妥当性確認に PIRT 手法を適用することで、客観的な妥当性確認の十分性を示すことが

可能となり、本研究によって、当該コードの信頼性を大きく向上させることが出来た。 
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図 1 階層分析の例 
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